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会
員
の
皆
様
に
は
、
日
々
ご
健
勝

で
ご
活
躍
の
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

平
素
は
、
当
商
工
会
に
対
し
ま
し

て
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

一
月
一
日
に
高
島
市
が
合
併
し
、

は
や
半
年
が
過
ぎ
、
私
た
ち
も
少
し

落
ち
着
い
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
す
が
、
本
当
の
変
化
が
こ
れ
か
ら

起
り
ま
す
。
商
工
会
も
時
代
に
つ
い

て
い
く
の
で
は
な
く
、
自
分
か
ら
進

ん
で
変
化
変
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
で
す
。 

 

さ
て
、
最
近
に
お
け
る
日
本
経
済

は
輸
出
、
生
産
の
増
加
に
よ
る
企
業

去
る
五
月
二
十
日
（
金
）
午
後
三
時
よ

り
、
寿
光
苑
に
お
い
て
、
総
代
六
十
二 

 

名
（
う
ち
委
任
状
出
席
三
十
一
名
）
と
役

員
、
高
島
市
産
業
経
済
部
長
・
岡
田
様 

 
 
 

を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
を
お
迎
え
し
、
平

成
十
七
年
度
通
常
総
代
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。 

 

総
代
会
は
、
定
刻
の
三
時
に
な
り
西
沢

会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
村
田
高
弘
議
長
の

も
と
第
一
号
議
案
か
ら
第
八
号
議
案
ま

で
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
第
八
号
議
案
で
は
、
理
事
の
補

収
益
の
改
善
や
堅
調
に
推
移
す
る
個

人
消
費
等
に
よ
り
景
気
が
回
復
し
つ

つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
高

島
市
安
曇
川
町
地
域
の
中
小
企
業
を

取
巻
く
環
境
は
以
前
に
も
ま
し
て
厳

し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
で
良
い
ニ
ュ
ー
ス

で
す
が
、
湖
西
道
路
が
十
月
よ
り
無

料
化
に
な
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
に
よ
っ
て
大
津
市
の
次
は
高

島
市
そ
し
て
敦
賀
、
小
浜
に
早
く
行

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
観
光
、
産
業

の
発
展
に
も
早
い
開
通
と
無
料
化
を

期
待
し
ま
す
。 

 
商
工
会
を
取
巻
く
環
境
も
政
府
の

三
位
一
体
の
改
革
等
に
よ
り
、
商
工

会
の
財
政
、
事
業
、
組
織
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
商
工
会
が
会
員
の
皆
様
の
専

門
的
な
指
導
、
支
援
の
要
求
に
答
え

て
い
く
た
め
に
は
、
商
工
会
組
織
の

基
盤
強
化
や
商
工
会
運
営
の
合
理

化
、
効
率
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

職
員
の
資
質
向
上
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。 

 

昨
年
度
、
高
島
市
内
の
六
商
工
会

で
は
、
安
曇
川
町
を
幹
事
商
工
会
と

し
て
商
工
会
の
合
併
問
題
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
十
七
年

四
月
八
日
に
は
六
商
工
会
の
合
併
基

本
協
定
を
締
結
し
、
合
併
目
標
年
度

を
平
成
十
八
年
四
月
一
日
と
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
年
六
月
九
日
に
は
高
島
市
六
商

工
会
で
合
併
協
議
会
を
設
置
し
て
、

よ
り
具
体
的
に
合
併
に
つ
い
て
協
議

を
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
商
工
会

は
何
を
目
指
し
、
商
工
会
員
の
皆
様

か
ら
何
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
か
な

ど
の
ニ
ー
ズ
調
査
も
全
会
員
を
対
象

に
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。 

 

ま
た
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か

ら
滋
賀
県
内
の
全
商
工
会
の
補
助
対

象
職
員
は
滋
賀
県
商
工
会
連
合
会
の

職
員
と
な
り
、
商
工
会
連
合
会
か
ら

各
商
工
会
へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
予
定
で
す
。
合
併
に
つ
い
て
も
、

職
員
の
県
連
所
属
化
に
な
り
ま
し
て

も
会
員
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
の
か
か

ら
な
い
体
制
を
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

変
革
の
時
代
を
迎
え
、
商
工
会
は

基
本
と
す
る
経
営
改
善
普
及
事
業
、

商
業
・
工
業
・
建
設
・
サ
ー
ビ
ス
の

各
業
種
別
部
会
事
業
、
あ
る
い
は
青

年
部
・
女
性
部
事
業
を
中
心
に
地
域

振
興
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

商
工
会
設
立
の
原
点
に
返
り
、
地
域

総
合
経
済
団
体
と
し
て
の
使
命
と
役

割
を
再
認
識
し
、
多
様
化
す
る
会
員

事
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も

に
、
広
く
地
域
住
民
の
方
々
に
も
ご

支
援
・
ご
支
持
を
頂
け
ま
す
よ
う
各

種
の
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

格
段
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 
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平
成
十
七
年
一
月
一
日
に
高
島
郡

内
六
町
村
が
合
併
し
、
新
市
「
高
島
市
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。
十
六
年
度
、
高
島

支
部
で
は
安
曇
川
町
商
工
会
を
幹
事

商
工
会
と
し
て
六
商
工
会
の
合
併
を

前
提
に
し
た
合
併
問
題
研
究
会
を
設

置
し
、
十
八
年
四
月
一
日
を
合
併
目
標

期
日
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

十
七
年
度
は
合
併
協
議
会
を
設
置

〔
事
務
局
安
曇
川
町
商
工
会
〕
し
、
合

併
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
に
、
よ
り

詳
細
に
検
討
・
協
議
を
す
る
と
と
も

に
、
新
商
工
会
は
ど
ん
な
商
工
会
を
目

指
す
の
か
、
新
商
工
会
は
何
を
期
待
さ

れ
て
い
る
の
か
、
六
商
工
会
の
全
商
工

会
員
に
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
ま
す
。 

 

合
併
問
題
を
契
機
と
し
て
変
革
す

る
今
日
、
商
工
会
が
今
後
と
も
会
員
、

商
工
業
者
、
地
域
住
民
あ
る
い
は
行
政

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
組
織
で
あ
り

つ
づ
け
る
た
め
の
方
策
を
役
職
員
が

英
知
を
結
集
し
て
考
え
、
共
有
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
実
施
事
業
） 

・
合
併
協
議
会
の
開
催 

・
役
員
委
員

会
の
開
催 

・
先
進
地
の
視
察
研
修
会

の
開
催 

・
懇
談
会
の
開
催 

・
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
実
施 

・
研
修
会
の
開

催 

・
広
報
紙
の
発
行 

・
報
告
書
の

作
成 

欠
選
任
が
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
部
会
か
ら

平
井
良
明
さ
ん
、
良
知
会
か
ら
前
田
誠

さ
ん
、
青
年
部
か
ら
大
塚
敏
弥
さ
ん
、

女
性
部
か
ら
伊
庭
盟
代
さ
ん
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。 

議 

事 

第
一
号
議
案 

平
成
十
六
年
度
事
業

報
告
書
、
収
支
決
算
書
、
貸
借
対
照
表
、

財
産
目
録
及
び
労
働
保
険
事
務
組
合

特
別
会
計
収
支
状
況
報
告
書
の
承
認

に
つ
い
て 

第
二
号
議
案 

平
成
十
六
年
度
商
業

振
興
資
金
特
別
会
計
収
支
決
算
書
、
貸

借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
の
承
認
に

つ
い
て 

第
三
号
議
案 

高
島
市
商
工
会
合
併

協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て 

第
四
号
議
案 

平
成
十
七
年
度
事
業

計
画
書
並
び
に
収
支
予
算
書
の
決
定

に
つ
い
て 

第
五
号
議
案 

平
成
十
七
年
度
商
業

振
興
資
金
特
別
会
計
事
業
計
画
書
並

び
に
収
支
予
算
書
の
決
定
に
つ
い
て 

第
六
号
議
案 

平
成
十
七
年
度
運
営

資
金
借
入
金
の
最
高
限
度
額
の
決
定

に
つ
い
て 

第
七
号
議
案 

定
款
の
一
部
改
正
に

つ
い
て 

第
八
号
議
案 

役
員
の
補
欠
選
任
に

つ
い
て 

 

 

昨
年
度
ま
で
、
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
、
商
工
会
等
振
興
調
査
事
業

に
お
い
て
安
曇
川
町
の
活
性
化
の
具

体
的
な
行
動
計
画
に
つ
い
て
、
調
査
、

検
討
の
結
果
、
実
施
す
べ
き
事
業
が
明

ら
か
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

本
年
度
は
、
Ｊ
Ｒ
安
曇
川
駅
周
辺
を

中
心
と
し
た
、
商
業
等
の
活
性
化
、
文

化
ゾ
ー
ン
で
あ
る
藤
樹
神
社
周
辺
を

中
心
と
し
た
地
域
資
源
等
の
活
性
化

と
掘
り
起
こ
し
、
ま
た
、
「
Ｊ
Ｒ
安
曇

川
駅
」
と
「
道
の
駅
」
の
間
の
美
観
整

備
な
ど
、
５
ヵ
年
の
継
続
事
業
の
初
年

度
と
し
て
事
業
の
実
施
を
行
い
、
併
せ

昨
年
に
引
き
続
き
、
十
七
年
度
も
全

国
で
二
二
箇
所
の
一
つ
と
し
て
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

ベ
リ
ー
フ
ル
ー
ツ
エ
ク
ス
ポ
ー
ト
・
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
ア
ド
ベ
リ
ー
生

産
協
議
会
の
経
済
交
流
を
商
工
会
が

高
島
市
の
支
援
を
得
て
、
実
施
主
体
と

し
て
実
施
し
ま
す
。 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
有
識
者

を
招
へ
い
す
る
「
有
識
者
招
へ
い
事

業
」
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
派
遣
す
る
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
派
遣

事
業
」
の
二
つ
の
事
業
を
ア
ド
ベ
リ
ー

〔
ボ
イ
ズ
ン
ベ
リ
ー
〕
を
核
と
し
た
第

六
次
産
業
の
創
造
事
業
と
し
て
実
施

し
ま
す
。 

（
主
な
事
業
） 

・
有
識
者
招
へ
い
事
業 

・
収
穫
祭
の

開
催 

・
国
内
市
場
調
査 

・
ア
ド
ベ

リ
ー
成
分
分
析 

・
ア
ド
ベ
リ
ー
の
新

商
品
開
発
・
発
表
会
の
開
催 

・
ミ
ッ

シ
ョ
ン
派
遣
事
業 

・
土
壌
調
査 

て
５
ヵ
年
に
実
施
す
べ
き
事
業
を
継

続
事
業
と
し
て
段
階
的
に
企
画
、
立

案
、
実
施
計
画
を
行
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
本
年
度
は
Ｔ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
意

義
を
協
議
、
研
究
し
な
が
ら
準
備
体
制

に
は
い
り
ま
す
。 

☆
Ｔ
Ｍ
Ｏ 

設
立
準
備
委
員
会
設
置 

☆
組 

織 

委
員
会
の
設
置 

☆
事
業
内
容 

・
商
業
関
係
活
性
化
事
業 

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
、
商
業
施
設

等
設
置
研
究
事
業
、
賑
わ
い
事
業
（
商

店
街
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
環
境
整

備
に
つ
な
が
る
事
業
、
研
究
事
業
） 

・
地
域
活
性
化
事
業 

 

藤
樹
の
里
公
園
整
備
事
業
、
藤
樹
関

連
イ
ベ
ン
ト
事
業 

・
安
曇
川
ブ
ラ
ン
ド
開
発
・
提
供
事
業 

 
特
産
品
・
土
産
品
等
の
開
発 

・
ま
ち
な
か
観
光
の
振
興
事
業 

 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
、
花
い
っ
ぱ
い

運
動 
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商
業
振
興
事
業 

商
業
部
会
長 
伊
藤
嘉
壽
男 

 昨
年
九
回
に
渡
り
実
施
し
て
き
ま
し

た
「
あ
ど
か
ち
ゃ
ん
道
場
」
で
の
ご
意

見
や
部
会
員
さ
ん
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
個
店
が
元
気
に

な
れ
る
、
独
自
性
（
一
店
逸
品
を
目
指

し
て
）
を
発
揮
し
て
頂
け
る
よ
う
に
各

事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 【

事
業
項
目
】 

・
販
促
事
業
〔
個
店
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
〕 

と
く
と
く
セ
ー
ル
（
中
元
） 

パ

ワ
ー
セ
ー
ル
（
歳
末
） 

・
あ
ど
か
ち
ゃ
ん
道
場
の
実
施 

「
あ

ど
か
ち
ゃ
ん
逸
品
デ
ー
」
の
実
施
と
マ

ス
コ
ッ
ト
の
製
作 

・
経
営
研
修
会 

経
営
者
の
研
修
道
場

「
あ
ど
か
ち
ゃ
ん
道
場
」
の
開
催 

・
視
察
研
修
会 

先
進
地
視
察
研
修 

 

工
業
振
興
事
業 

工
業
部
会
長 

馬
場
正
則 

 

ア
ジ
ア
諸
国
の
技
術
力
、
生
産
能
力

の
向
上
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
、

製
造
業
界
で
は
大
変
な
時
代
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
外
国
製
品
が
大
量

に
輸
入
さ
れ
る
こ
と
で
、
国
内
の
流
通

機
構
は
変
化
し
、
製
造
業
の
空
洞
化
に

歯
止
め
が
き
か
な
い
大
変
厳
し
い
状
況

下
に
お
か
れ
て
お
り
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状

を
踏
ま
え
、
一
層
の
合
理
化
、
効
率
化

と
物
づ
く
り
の
発
想
、
経
営
革
新
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
本
年
度
は
事
業
内
容

の
充
実
に
努
め
る
と
共
に
、
部
員
相
互

の
交
流
に
よ
る
情
報
交
換
を
促
進
す
べ

く
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

【
事
業
項
目
】 

・
講
演
会
開
催
事
業 

経
済
情
勢
に
つ

い
て
知
識
見
聞
を
深
め
る 

・
視
察
研
修
会 

新
技
術
、
情
報
収
集

の
た
め
の
視
察
研
修 

・
対
外
産
地
対
策
事
業 

京
都
扇
子
業

者
と
の
懇
談
会 

・
た
か
し
ま
Ｉ
Ｔ
研
究
会 

年
間
二
回

の
開
催 

・
夏
ま
つ
り
協
賛
事
業 

模
擬
店
出
店 

・
扇
子
振
興
事
業 

近
江
扇
子
普
及
支

援
（
扇
子
祭
り
） 

・
繊
維
懇
談
会 

高
島
産
地
を
取
巻
く

諸
問
題
に
つ
い
て
懇
談
会
を
開
催
す
る 

  

建
設
業
振
興
事
業 

 
 
 

建
設
部
会
長 

中
江
重
二 

  

近
年
、
公
共
事
業
、
民
間
事
業
の
低

迷
に
よ
り
業
界
全
体
に
渡
り
受
注
環
境

は
非
常
に
厳
し
い
状
況
下
を
推
移
し
、

本
年
度
も
依
然
と
し
て
好
転
の
兆
し
が

見
え
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
業
界
に
と
っ
て
の

受
注
環
境
は
好
転
の
兆
し
が
望
み
に
く

い
現
状
の
中
、
よ
り
強
固
な
経
営
基
盤

を
確
立
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
情

報
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
技
術
と

感
覚
を
身
に
つ
け
る
事
業
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

  
【
事
業
項
目
】 

・
講
演
会
事
業 

経
済
情
勢
に
つ
い
て

の
講
演
会 

・
行
政
と
の
懇
談
会 

建
築
・
建
設
業

に
関
す
る
懇
談
会 

・
視
察
研
修
会 

建
設
業
の
経
営
に
関

す
る
視
察
研
修
会 

・
奉
仕
作
業
等
事
業 

地
域
振
興
の
一

環
と
し
て
町
内
の
奉
仕
作
業
を
行
う 

・
夏
ま
つ
り
協
賛 

町
あ
げ
て
開
催
さ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
す
る 

・ 

各
種
技
能
検
定
に
対
す
る
助
成 

 

サ
ー
ビ
ス
業
振
興
事
業 

サ
ー
ビ
ス
部
会
長 

梅
村
勝
久 

 

多
様
な
業
種
・
業
態
で
構
成
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
業
部
会
全
体
に
共
通
す
る
課

題
を
見
つ
け
出
し
、
部
会
員
及
び
従
業

員
の
資
質
向
上
、
外
部
か
ら
の
情
報
収

集
の
強
化
、
地
域
お
よ
び
個
々
の
部
会

員
の
Ｐ
Ｒ
推
進
を
目
的
に
、
左
記
の
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
十

三
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た

部
会
活
性
化
策
を
さ
ら
に
推
し
進
め
、

既
存
サ
ー
ビ
ス
業
の
底
上
げ
と
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
獲
得
に
つ
な
が

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

【
事
業
項
目
】 

・
講
演
会
開
催
事
業 

サ
ー
ビ
ス
業
活

性
化
の
た
め
の
講
演
会 

・
情
報
交
換
会
開
催
事
業 

部
会
員
相

互
の
情
報
交
換
と
専
門
家
に
よ
る
講

義
・
相
談 

・
研
修
会
開
催
事
業 

サ
ー
ビ
ス
業
に

共
通
す
る
実
務
研
修
会
ま
た
は
講
習
会 

・
視
察
研
修
会
事
業 

先
進
事
例
の
見

聞
と
部
会
員
の
相
互
親
睦 

 

 

新
会
員
さ
ん
ご
紹
介 

 
 
 

【
住
所
・
業
種
・
所
属
部
会
】 

 

◆
大
地
作
業
所 

 

（
下
小
川
・
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー 

・
サ
ー
ビ
ス
） 

◆
味
工
房 

心 
 

（
西
万
木
・
飲
食
業
・
サ
ー
ビ
ス
） 

◆
谷
田
工
務
店 

 

（
常
磐
木
・
建
築
業
・
建
設
） 

◆
四
季
の
食
彩 

甚
平 

 

（
北
船
木
・
食
品
小
売
・
商
業
） 

◆
井
保
水
産 

 

（
西
万
木
・
養
殖
加
工
・
サ
ー
ビ
ス
） 

◆
赤
井
製
作
所 

 

（
田
中
・
金
属
加
工
・
工
業
） 

◆
住
研
は
ま
も
と 

 

（
上
小
川
・
建
築
業
・
建
設
） 

 
 
 

【
平
成
十
七
年
五
月
入
会
ま
で
】 

 

街 路 灯 

新規スポンサー募集 !! 

 

会 費  １，５００円／月 

出資金 １０，０００円 



（４）            安曇川町商工会報  第２９号       平成１７年７月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                     

 
                                          
                                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本
年
度
、
部
長
に
就
任
致
し
ま
し

た
大
塚
と
申
し
ま
す
。
平
素
は
、
当

商
工
会
青
年
部
の
事
業
に
対
し
ま

し
て
多
大
の
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
年
度
の
重
点
事
業
と
し

ま
し
て
、
七
月
十
七
日
（
日
）
に
『
あ

ど
が
わ
親
子
体
験
遊
学
』
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
当
事
業
は
自
然
の
中

で
親
子
が
過
ご
す
時
間
を
提
供
し
、

親
子
の
親
睦
を
深
め
て
頂
く
た
め

に
実
施
し
て
お
り
、
安
曇
川
河
川
敷

で
魚
の
つ
か
み
取
り
、
竹
串
を
使
っ

た
魚
の
塩
焼
き
等
の
昼
食
、
親
子
で

の
竹
工
作
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
青
年
部

は
安
曇
川
町
発
展
の
た
め
活
動
さ

せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

暖
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

十
七
年
度
事
業
計
画 

◆
五
月
十
二
日 

通
常
総
会 

◆
六
月
十
九
日 

支
部
青
年
部
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会 

◆
七
月
十
七
日 

あ
ど
が
わ
親
子
体
験

遊
学 

◆
七
月
三
十
日 

あ
ど
川
夏
ま
つ
り
協 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

力 
◆
九
月 

 
 
 

親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大 

 
 
 
 
 
 
 

会 

◆
十
月 

 
 
 

視
察
研
修 

◆
十
一
月 

 
 

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会 

◆
一
月 

 

新
年
会 

◆
三
月 

 

臨
時
総
会 

◆
未
定 

 

支
部
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

◆
未
定 

 

研
修
会 

◆
未
定 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新 

青
年
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

URL :http://jungle.or.jp/ado-sei/ 
 

「
生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
」 

 

昨
年
は
新
潟
、
福
岡
と
大
地
震
に

見
舞
わ
れ
、
各
地
で
は
風
水
害
の
被

害
が
大
変
多
く
災
害
の
多
い
年
で

し
た
。 

先
ほ
ど
滋
賀
県
で
は
「
琵
琶
湖
西

岸
断
層
帯
」
が
今
後
三
十
年
間
の
地

震
発
生
率
が
最
大
九
％
と
、
全
国 

活
断
層
の
中
で
も
確
率
の
高
い
グ

ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
と
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
か
ら
十
年
目
の
今
年
、
身

近
に
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
、
災
害

に
備
え
六
月
七
日
、
女
性
部
は
神
戸

 

 

私
た
ち
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、

景
気
回
復
が
ま
だ
ま
だ
遠
い
道
の

り
に
な
り
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
中

で
、
ま
す
ま
す
女
性
の
特
性
を
活
か

し
て
、
女
性
部
は
、
「
人
と
人
と
が

交
流
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

感
動
が
生
ま
れ
る
場
」
と
し
て
、
又
、

地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
、
工

夫
し
た
事
業
が
必
要
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

な
が
ら
行
動
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

本
年
度
、
女
性
部
長
に
就
任
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

 

次
に
、
神
戸
で
研
修
し
、
学
ん
だ

こ
と
を
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

の
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
に

研
修
に
行
き
ま
し
た
。
「
震
災
を
語

り
継
ぐ
」
コ
ー
ナ
ー
で
の
、
語
り
部

に
よ
る
被
災
体
験
談
を
お
聞
き
し
、

早
起
き
し
て
い
た
か
、
い
な
か
っ
た

か
。
僅
か
の
時
間
、
空
間
が
生
死
を

分
け
た
と
。
助
け
出
さ
れ
る
ま
で
の

七
時
間
、
街
に
は
色
ん
な
音
が
満
ち

溢
れ
て
い
て
、
助
け
を
呼
ぶ
声
が

中
々
外
部
に
届
か
な
い
も
ど
か
し

さ
を
感
じ
た
と
、
今
後
考
え
さ
せ
ら

れ
る
事
柄
で
し
た
。
地
震
発
生
に
よ

り
崩
壊
し
て
い
く
ビ
ル
や
高
速
道

路
の
な
ど
の
様
子
を
、
迫
力
あ
る
大

型
映
像
で
見
て
、
十
年
経
っ
た
今
、

改
め
て
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
、

テ
レ
ビ
で
見
て
知
っ
て
は
い
ま
し

た
が
、
あ
れ
程
ま
で
と
は
思
わ
ず
、

忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。 

地
震
直
後
か
ら
復
旧
・
復
興
に
向
け

て
の
ま
ち
の
人
々
の
姿
に
、
「
命
の

尊
さ
」
と
「
共
に
生
き
る
こ
と
の
す

ば
ら
し
さ
」
感
じ
た
時
で
し
た
。 

明
日
に
向
か
っ
て
「
今
、
感
じ
て
い

る
こ
と
」
や
、
「
い
の
ち
」
と
「
生

き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
未
来
の
子
ど

も
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て

い
か
な
く
て
は
と
、
思
い
ま
し
た
。 

 

 

 

 

人と防災未来センター前にて 


